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１　事業の概要 ５　事業説明
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　流域下水道の維持管理及び建設に係る流域下水道事業
会計への支出金

　ア　流域下水道管理費　    　  0千円
　イ　県単独流域下水道費　　△300千円
　ウ　流域下水道建設事業費　　648千円
　エ　公債費　         　　　　 0千円

（１）事業内容
　　　流域下水道の維持管理及び建設に係る流域下水道事業への一般会計からの支出金

（２）事業計画
　　ア　流域下水道管理費
　　　(ｱ)　公衆浴場
　　　　　 公衆浴場排水に係る維持管理負担金の減額相当額
　　　(ｲ)　不老川水質環境保全対策事業
　　　　　 不老川への下水処理水還元経費(高度処理)の1/2
　　　(ｳ)　高度処理経費
　　　　　 高度処理に要する経費の1/2
　　　(ｴ)　人件費
　　　　　 公共下水道担当の人件費相当額
　　　(ｵ)　児童手当の給付に要する経費
　　　(ｶ)　基礎年金拠出金に係る公的負担に要する経費
　　イ　県単独流域下水道費
　　　　事業費(起債対象外を含む)の1/2(県債充当残)
　　ウ　流域下水道建設事業費
　　　(ｱ)　事業費(国庫補助を除く)の1/2(県債充当残)
　　　(ｲ)　公共下水道担当の人件費相当額
　　　(ｳ)　児童手当の給付に要する経費
　　　(ｴ)　基礎年金拠出金に係る公的負担に要する経費
　　エ　公債費
　　　　資本費算入する管理費負担金及び再生水売払収入並びに借換債等の県債を除く

（３）補正予算の概要
　　　繰出先事業(流域下水道事業会計)の補正に伴う増額補正

２　事業主体及び負担区分
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
・地方交付税…公債費のうち元利償還金の49%相当額
(ただし、臨時措置分(単独事業分を除く)については
100％相当額)
・特別交付税…高度処理費の一部

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×7.0人＝66,500千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額

決定額 348

現計額 6,307,937 6,307,937

― 下水道局  ―

豊かな自然と共生する社会の実現

348 6,308,285

恵み豊かな川との共生



 

事業名

単位事業名 予算額 △ 300千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 △300 ―

合計 △300 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 △300 ― 県債充当残の減に伴う補助金の減

合計 △300 ―

単位事業名 予算額 648千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 648 ―

合計 648 ―

　

主な内容

事業内訳書

流域下水道事業会計支出金

県単独流域下水道費

主な内容

主な内容

流域下水道建設事業費



 

 

単位事業名 予算額 648千円

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 648 ― 県債充当残の増に伴う補助金の増

合計 648 ―

流域下水道建設事業費

主な内容


